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平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。私達が今すべき事

は、コロナ禍に遭われた市民の皆様に一刻も早く支援の輪を広げる事

です。９月定例会では、円滑でスピーディーな審議に努め、コロナ禍対策

の２次補正予算案をはじめとする重要議案を可決しました。人的・経済的

被害を最小化するまちづくりが更に進むよう努めてまいります。

引き続きのご指導ご鞭撻、ご支援を心よりお願い申し上げます。

佐原充恭刈谷市議会議員

ごあいさつ

２） ７/２２ 稲垣市長に来度度予算編成に対する要望書＆コロナ禍対応に関

する予算要望書を提出しました。

2020年10月

４０

◆来年度予算への要望の事例：自動車のCASE技術進展支援、中小企業支援強

化、新たな高規格道路の早期整備、急変する道路交通需要の見直し、刈谷で「見る・

食べる・遊ぶ・買う」魅力発信、刈谷駅北口の乱横断の抜本対策、市内強豪スポーツ

チームとの連携強化、新保育サービスの更なる充実、障がい者支援及び雇用の拡大

など

◆コロナ禍対策への要望の事例：コロナ禍に遭った事業者や学生への継続支援、刈
谷豊田総合病院への支援強化、介護・医療崩壊防止対策(補助強化等)、不要不急事業

の見直しと予算の再配分、公共施設や学校等の感染対策強化、市職員のテレワーク促

進、コロナとインフルエンザの重複蔓延や自然災害同時発生への備え、PCR検査能力の

増強、軽症者受入れ施設の確保、市役所入口へのサーモカメラ設置 など

１)新型コロナウイルスに関する市の情報はこちらをご参照下さい。

公共施設の開館状況、イベントの開催状況、コロナ禍で被害に遭われた方・事業者の皆様

への支援策等が掲載されています。

私の所属会派「市民クラブ」６名は、２０２１年度予算編成に関する要望

書とコロナ対策に関する要望書を稲垣市長に提出しました。

今回はさはらが会派の意見を取りまとめ、要望項目の一部を刷新した

り、コロナ禍対応に関する要望を新たに盛り込み、１件でも多く予算に反映

して頂けるようお願いしました。

防疫と経済活動の両立の為、多角的かつ実効性の高い施策提案を積

み重ね、市民の皆様が安心して生活できるよう努めてまいります。

https://www.city.kariya.lg.jp/shisei/kohokariya/covid19info/index.html


単位:千円

令和元年度決算 対前年増減率 平成30年度決算

総 61,786,237 -4.0% 64,373,925

計 歳入 24,132,784 2.4% 23,575,732

決 計 ① 85,919,021 -2.3% 87,949,657

算 56,324,384 -4.9% 59,248,811

額 歳出 21,139,582 1.3% 20,867,248

計 ② 77,463,966 -3.3% 80,116,059

③ 8,455,055 7.9% 7,833,598

④ 1,850,608 71.9% 1,076,741

⑤ 6,604,447 -2.3% 6,756,857

-152,410 － 94,408

区分

実質収支③－④

単年度収支(H30⑤－R１⑤)

形式収支①－②

翌年度繰越金

一般会計

特別会計

一般会計

特別会計

市が健全財政を維持している事を確認し、1年間の監査委員の任務を完了しま

した。日本屈指の財政力を誇る刈谷も今後、コロナ禍により厳しい市政運営を

強いられます。財政運営の基本「入るを量りて出ずるを制す」の徹底と、より効

率的・効果的な予算執行を提言してまいります。
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◆ 決 算 所 見

歳入総計は対前年比ー約２０．３億円(-２．３％)、歳出総計は対前年比-約２６．５億円(-３．３％)となり、実質収

支は約６６億円の黒字、単年度収支は約１．５億円の赤字となりました。財政力指数と実質公債費比率は良好な数値を

維持し、財政の健全性は良好と判断されますが、経常収支比率が１０年ぶりに８０を超えました。会計年度任用職員制

度導入による人件費の高騰などにより今後も上昇する可能性がある為、動向を注視していく必要があります。固定資産

税収は約１５９．９億円(前年比＋２．３％)、個人市民税収は約１２６．４億円(前年比＋２．１％)、法人市民税収は約３３．８

億円(前年比―３７％)、財政調整基金残高は約９７億円(前年比＋１０％)でした。

１．令和元年度決算が認定されました。

４) ９月定例会報告

３）議会運営委員会の副委員長を拝命しました。

8/5の臨時会で市議会の役職改選が行われ、1年間の監査委員の任を解かれるとともに、新

たに議会運営委員会の副委員長を拝命しました。議会運営を統括する重責に身が引き締まる思

いです。また、会派『市民クラブ』においては、事務長(会派活動の仕切役)を担当することになり

ました。こちらは2度目となります。議会と会派の円滑な運営に貢献していきたいと思います。

円滑な

議会運営



事業費(千円)

主管部署

1 結婚相談活動等支援事業 200

市民協働課

2 生活困窮者自立支援事業 34,745
(拡充分)

生活福祉課

3 子育て支援臨時給付金支給事業 463,000
(拡充分)

子育て推進課

4 刈谷豊田総合病院補助事業 200,000
(拡充分)

健康推進課

5 新型コロナウイルス感染症対策医療機関等支援事業 24,000

健康推進課

6 インフルエンザ予防接種費臨時助成事業 23,514

子育て支援課

7 中小企業持続化支援事業 200,000
(拡充分)

商工業振興課

8 文化芸術団体育成事業 400
(拡充分)

危機管理課

9 総合型地域スポーツクラブ育成事業 600
(拡充分)

スポーツ課

裏面に続く

主な事業

　新型コロナ感染症の影響で活動を停止していた婦人会の結婚相談事業及び貸衣装事業
の再開にあたり、感染症対策経費の一部を支援する。

　当該事業は離職・廃業により住居を失うなどした人への家賃補助制度だが、新型コロナ感
染症の影響で申請件数が増加した為、事業費を増額する。

　新型コロナ感染症の影響等を踏まえ、児童手当及び特例給付受給世帯に第2次臨時給付
金を支給する。中学3年生以下の児童を対象に1人2万円を支給、所得制限なし。

　新型コロナ感染症が拡大する中、地域の中核的な医療機関としての役割を果たす同院の
安定的かつ健全な病院運営を支援する。

　生後6か月～中学生の子どもが、令和2年10月15日～令和3年1月31日までに接種するイン
フルエンザワクチンの費用の一部を助成し、新型コロナと同時流行するリスクを低減する。

　新型コロナ感染症で、特に大きな影響を受けた市内事業者が所定の条件に該当する場
合、1社あたり25万円の補助金を交付する。

　新型コロナ感染症の影響で自粛していた文化芸術活動の再開にあたり、感染症対策や新
しい生活様式に対応する為の経費を支援する。

　県の緊急事態宣言下において、患者への医療等を提供した医療機関に対し、感染拡大防
止対策への支援と慰労を目的とした支援金を交付する。

　新型コロナ感染症の影響で自粛していた地域スポーツ活動の再開にあたり、感染症対策や
新しい生活様式に対応する為の経費を支援する。

３．建設委員会で質問しました。

☆刈谷駅北地区地域交流施設の設置について提言しました。

☆さはらの提言『この施設は刈谷駅北口のデッキに直結するが、デッキ上では

宣伝活動（例：販促ティッシュ配布)等の禁止行為が散見される。施設の指定管理

者はぜひこうした行為を監視し、抑止願いたい。Wi-Fiも接続可能になるとの事

だが、ネットゲームやSNS等に興じる青少年らが施設内に長時間滞留する可能性

がある。これらの課題を抽出し、対策を講じた上で健全に運営して頂きたい』

２．コロナ禍に対応した議会運営をしています。

・議員、理事者(行政職員)はマスクを着用し、マスクのまま発言。

・座席間隔を1席以上空ける。理事者は会議出席者を最小限にする。

・本会議場以外の別室のモニターで一般質問を聴講できるようにする。

・議場等に手指消毒液を設置し、30分を目途に換気を実施。

・質疑、討論等の発言の簡素化。

さはらも質問件数と

時間を絞り込み、コロ

ナ感染拡大防止に協

力しています。

主
な
取
り
組
み

４．コロナ対策を中心とした補正予算案が可決しました。

◆施設の概要

・設置目的：刈谷駅北口周辺地域の賑わいの創出、地域の連帯及び交流の促進。

・主な施設：誰でも利用できる滞在ラウンジ(有料スペース＝約５０㎡ 無料スペース＝約１５０㎡)

・開設時期：令和３年８月予定



事業費(千円)

主管部署

10 ネットワーク等管理事業 12,000
(拡充分)

情報システム課

11 ＩＣＴ活用推進事業 4,764
(拡充分)

情報システム課

12 オンライン福祉相談事業 461

福祉総務課

13 就労系障害福祉サービス利用者在宅就労導入支援事業 1,000

福祉総務課

14 新しい生活様式導入支援事業 120,000

商工業振興課

15 避難者宿泊施設利用補助事業 1,000

危機管理課

16 ＩＣＴ教育事業 6,295
(拡充分)

教育総務課

17 高齢者交流プラザ管理運営事業 2,300
(拡充分)

長寿課

16 高齢者福祉施設等新型コロナウイルス感染症対策事業 3,000

長寿課

17 学校保健振興事業 43,500
(拡充分)

学校教育課

18 高齢者予防接種事業 31,127
(拡充分)

健康推進課

主な事業

　市庁舎内の会議室等の職員事務用ネットワークに無線LAN環境を導入する。また、庁舎内
全域にも事務用の無線LAN環境を構築するための調査を行い、3密回避等をはかる。

　新型コロナ感染症対策や働き方改革に有効なＷｅｂ会議環境の充実をはかる為、専用ＰＣ
等の必要な機器を購入する。

　新型コロナ感染症対策として、現行は対面で行っている福祉関係の相談業務に加え、３密
回避の観点からオンライン相談を導入する。

　今冬の新型コロナ感染症とインフルエンザの同時流行を最大限に警戒し、６０～６４才の一
定の障害のある方及び、６５才以上の高齢者へのインフルエンザワクチン接種を強く推奨する
為、その接種費用を無料化する。

　新型コロナ感染症対策として、高齢者福祉施設等に必要な物品と、感染者が発生した場合
に備え、当人の介助に必要な防護服等を購入する。

　新型コロナ感染症対策として、小中学校及び特別支援学校に必要な消毒液や保健衛生用
品、施設の消毒や清掃用の環境衛生用品を追加購入する。

　新型コロナ感染症対策として、就労系障害福祉サービス事業所が在宅就労推進のために
整備したテレワークシステムの経費等に補助金を交付する。

　新型コロナ感染症対策として、市内に住所を有する事業者等が、ＢＣＰ策定や事業転換に
伴う設備投資、テレワーク等オンライン環境整備等を行う場合、補助金を交付する。

　避難勧告等の避難情報発令から解除までの間、発令区域内に住む妊婦や乳児等が、避難
所の過密状態緩和のため県内の宿泊施設を利用した場合、費用の一部を補助する。

　臨時休業等の緊急時にも、教師と児童生徒が円滑にやりとりできるよう、小中学校と特別支
援学校に遠隔学習に対応した機器を整備する。

　新型コロナ感染症対策として、高齢者交流プラザ「ひまわり」において、利用者が供用する
物品や場所の消毒作業を拡充する。

９月定例会の補正予算 続き

５）コロナ禍対応に全力。アフターコロナも見据えた施策を提言します！

９月定例会では、私の所属会派「市民クラブ」は、刈谷豊田総合病院への2億円の

追加補助をはじめとする幅広い緊急対策を要望し、予算化する事ができました。

緊急時の財源となる財政調整基金の残高は差引き約７２億円となりました。コロナ

禍収束に向けた更なる支援の財源として、適切かつ効果的に活用されるよう提言して

まいります。

また、桜町交差点に建設予定の横断歩道橋に関わる費用や、私が要望していた刈

谷駅のデッキ改修の設計費も補正予算化されました。

コロナ禍対応を最優先としつつ、アフターコロナを見据えた取り組みも進め、刈谷が

賑わいと活気を取り戻せるよう全力で活動してまいります

ホームページをぜひご覧下さい。

http://www.m-sahara.jp/


